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設定した課題

身近に海のない私たちの暮らし
が海洋汚染問題とどのように関
わっているか。また、解決のた
めに何ができるのか。



課題を設定した理由

SDGsについてグループで考えていく
中で、ネットニュースに目がとまり、

「海って、こんなに汚いのか！」と

驚いたから。



SDGsのゴールとの関連

                  

           

                                 



調 査 方 法

①本校２年生へのアンケート調査（230名）            

②現地調査（いわき市豊間海岸・永崎海岸）                       

③実験（比較分離法）                    
           

                                 



アンケート調査結果
～ゴミ問題への意識～

他の機関の調査結果と比
べると、本校2年生のポイ
捨てをする割合は、とて
も高い値となっている。
つまり、ゴミ問題への意
識は、低いと言える。



・ゴミの分別をすること。
・エコバックを使うこと。
・３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）
を心がけること。

・落ちているゴミを拾うこと。

(本校２学年)

アンケート調査結果
～ゴミ問題への意識～

Q.ゴミ問題に対して何か日常で心掛けている
ことはあるか？



アンケート調査結果
～海洋汚染について～

とてもあてはまる/あてはまる

➡英語の授業で取り扱ったから

ニュースでよく目にするから

あまりあてはまらない/あてはまらない

➡海が身近でないから

    実感が湧かないから (本校2学年)



アンケート調査結果
～海洋汚染について～

マイクロプラスチックとは？

【定義】直径5ミリ以下の小さなプラスチックのこと

・意図的に製造されるもの(スクラブなど)

・プラスチック製品が劣化・破砕して細かくなったもの

【性質】

・自然への分解が非常にしにくく、環境中に残留してしまう

・毒性のある化学汚染物質を吸着しやすい



海洋汚染に
よる被害①

海洋生物の生態被害

･･･ 海にゴミが漂うと、

⇒ ・誤飲してしまう

  ・漁網やロープに絡まる

     ・有害物質が蓄積してしまう

    ・生息地や産卵場所が減少する



海洋汚染に
よる被害②

人的被害

･･･汚染物質を摂取した魚を継続的

に食べると、                                                                                                                             

⇒炎症反応や摂食障害

プラスチックには、製品を柔らかくしたりする

為の添加剤が加えられており、環境ホルモンと

呼ばれる人体に有害な物質が含まれている



海洋汚染が将来に与える影響

海洋ゴミが増加し続けると、

⬇【予測】

2050年には、「海洋プラスチックゴミの量が、海にいる魚の量を上回る」

2060年には、「太平洋の海洋マイクロプラスチック濃度が今（2020年比）の

4倍になる」

⬇【結果】

海洋生物やその周辺で生きる生物の減少



現地調査
～マイクロプラスチックはあるのか？～

いわき市の海岸（豊間と永崎）で5月3日に砂に含まれるマイクロ
プラスチックについて調べました。

「出典:GoogleMap」



 実験－手順

➊
海岸のゴミが漂着してい
る辺りで砂を採取する

➋
40センチ四方のロープ
で囲い深さ5センチまで
の砂を集める



比重分離法を使って分離させる

➍

ろ過する

➎

実験－手順



実験－結果

今回の現地調査では、マイ
クロプラスチックは採取さ
れなかった。しかし、海岸
にはマイクロプラスチック
以外のゴミがみつかった。



海洋ごみ調査の結果（環境省）

［環境省による調査］

平成26年度以降の調査によると、
「北陸から東北沖の日本海北部に多く、山陰西

部沖、九州・四国の太平洋岸、津軽海峡から三

陸沖にも高濃度の海域が見られる。」

＜参考＞



海岸漂着物等モニタリング調査結果（福島県）

令和４年度浪江海岸（福島県）に

おける海岸漂着物は284個中265個
がプラスチックであった。

➡いわきの海岸にもマイクロプラ
スチックがあると考える。

＜参考＞

出典:「令和4年度福島県海岸漂着物等モニタリング調査結果 報告書」



設定した課題に対する答え
〜私たちにできることは何か〜

・プラスチックの4Rを意識する
（リデュース/リユース/リサイクル/リペア）

・使い捨てのプラスチック製品の使用を控える

・海へとつながる河川の堤防の清掃活動に参加する



今後の課題

・アンケート調査では同学年の内陸部に住む高
校生の考えだけになってしまったので、他の
地域や異なる年齢層の方との比較も行う。

・現地調査では一回だけの調査だったので正確
なデータが取れていない可能性がある。回数
を重ね正確なデータを得る。
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